
地
方
委
員
会
は
、
青
柳

副
委
員
長
の
司
会
で
は
じ

ま
り
、
議
長
に
は
浜
田
地

区
分
会
の
大
石
代
議
員
を

選
出
、
倉
下
地
本
執
行
委

員
長
の
挨
拶
（
別
掲
）
に

続
き
、
来
賓
の
皆
様
よ
り

激
励
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。

吾
郷
書
記
長
よ
り
「
当

面
す
る
活
動
方
針
（
案
）
」

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、

地
方
委
員
を
は
じ
め
多
く

の
構
成
員
よ
り
活
発
な
意

見
・
要
望
を
頂
き
ま
し
た
。

業
務
関
係
・
西
日
本
本

部
の
答
弁
を
受
け
、
吾
郷

書
記
長
の
集
約
（
別
掲
）

の
後
、
活
動
方
針
（
案
）

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

細
田
執
行
委
員
よ
り

「
地
方
委
員
会
宣
言
」
を

提
案
、
全
体
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
、
議
長
解
任
に
続

い
て
、
当
日
会
場
に
て
作

成
し
た
「
２
５
春
闘
勝
利

に
向
け
た
檄
布
」
を
、
倉

下
委
員
長
よ
り
西
日
本
本

部
の
大
北
書
記
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
渡
邉
透
と

ゆ
か
い
な
仲
間
達
」
の
演

奏
の
も
と
全
員
で
「
国
鉄

労
働
組
合
の
歌
」
を
熱
唱
、

最
後
に
倉
下
地
本
委
員
長

の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
地
方
委
員
会
を
終
え
て

き
ま
し
た
。

質
疑
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

〇
松
村
委
員
（
浜
田
）

メ
ン
テ
ッ
ク
に
出
向
し

て
い
る
。
人
手
不
足
・
高

齢
化
が
数
年
前
よ
り
進
ん

で
い
る
。
車
両
清
掃
・
運

賃
箱
の
回
金
・
ト
イ
レ
の

抜
き
取
り
・
給
油
等
あ
り
、

要
員
が
少
な
く
大
変
だ
。

駅
舎
か
ら
ホ
ー
ム
待
合
・

ト
イ
レ
の
撤
去
が
進
ん
で

い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

で
は
な
い
か
。
益
田
営
業

所
も
廃
止
と
な
る
が
、
清

掃
業
務
の
直
営
化
な
ど
Ｊ

Ｒ
社
員
の
働
き
方
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

〇
千
葉
委
員
（
米
子
）

昨
年
８
月
か
ら
シ
ニ
ア

社
員
に
な
っ
た
が
、
賃
金

が
２
～
３
割
減
っ
て
お
り
、

生
活
は
厳
し
い
。
２
５
春

闘
で
は
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
。
伯
備
線
岡
山
支
社

管
内
で
竹
倒
・
倒
木
が
続

い
て
い
る
。
現
場
の
負
担

も
大
き
く
対
策
を
強
化
し

て
も
ら
い
た
い
。

〇
吉
田
委
員
（
米
子
）

車
掌
は
要
員
が
厳
し
い
。

ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
特
急
の

ワ
ン
マ
ン
化
が
実
施
さ
れ

る
が
、
乗
り
継
ぎ
対
応
な

ど
は
ど
う
す
る
の
か
。
岡

山
管
内
で
の
倒
竹
・
倒
木

が
連
続
し
て
発
生
し
て
い

る
。
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

１
８
７
系
の
冷
房
効
果
を

上
げ
る
た
め
に
、
窓
ガ
ラ

ス
に
フ
ィ
ル
ム
を
張
っ
た

と
聞
い
た
が
効
果
は
ど
う

な
の
か
。

〇
岡
田
委
員
（
出
雲
）

再
雇
用
に
な
る
と
賃
金

４
割
ぐ
ら
い
減
と
な
る
。

生
活
も
大
変
。
春
闘
で
は
、

納
得
で
き
る
賃
上
げ
を
求

め
た
い
。
指
令
の
統
廃
合

で
組
合
員
が
配
転
に
な
り
、

掲
示
板
が
撤
去
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
掲
示
板
が

少
し
で
も
残
る
よ
う
に
会

社
と
話
を
し
て
貰
い
た
い
。

ホ
ー
ム
上
の
迅
速
な
除
雪

対
応
に
つ
い
て
、
要
求
し

て
も
ら
い
た
い
。
分
会
の

廃
止
が
提
起
さ
れ
て
い
る

が
、
組
合
員
の
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
を
お
願

い
し
た
い
。

〇
北
村
工
務
職
協
代
表

掲
示
板
に
つ
い
て
、
現

行
３
名
以
上
だ
が
、
今
後

組
合
員
が
減
少
す
る
こ
と

か
ら
、
設
置
基
準
の
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
年
シ
ニ
ア
社
員
に
移
行

し
た
が
、
賃
金
の
少
な
さ

に
驚
い
て
い
る
。
シ
ニ
ア

の
賃
金
改
善
を
求
め
た
い
。

社
会
人
採
用
者
の
教
育
の

負
担
軽
減
を
求
め
た
い
。

昨
年
暮
れ
待
避
時
間
が

５
分
前
か
ら
３
分
前
に
変

更
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。
社
員
が
納
得
す
る
説

明
が
な
い
ま
ま
の
変
更
は

お
か
し
い
。
意
見
を
挙
げ

る
こ
と
で
鳥
取
管
理
室
は

実
施
さ
れ
て
な
い
。
発
言

に
対
し
て
若
手
社
員
か
ら

は
、
拍
手
も
あ
っ
た
。

提
案
が
次
々
と
あ
る
が
、

交
渉
し
て
も
会
社
側
は
満

足
に
受
け
答
え
で
き
な
い
、

交
渉
時
間
も
や
た
ら
長
い
。

も
っ
と
中
身
の
あ
る
交
渉

に
な
ら
な
い
か
。

（
裏
に
続
く
）

２０２５年２月２５日 国鉄労働組合米子地方本部機関紙 第１２号

雲
南
市
議
会
議
員

福
間

守

様

出
雲
市
議
会
議
員
候
補

三
島

よ
し
ひ
ろ
様

国
労
西
日
本
本
部

大
北

真
也

様

こくろうよなご
第１２号

つくろう職場に労働運動を！ ひろげよう闘いを 職場に、地域に、全国に！

第
９
８
回
拡
大
地
方
委
員
会
を
開
催

去
る
２
月
１
６
日
、
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
に
て
第
９

８
回
拡
大
地
方
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
５
春
闘
を
は
じ
め
、
安
全
・
安
心
な
職
場
づ
く
り
、

ロ
ー
カ
ル
線
を
守
る
闘
い
、
選
挙
闘
争
勝
利
、
組
織
の

強
化
・
拡
大
な
ど
当
面
す
る
運
動
に
つ
い
て
意
思
統
一

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

質

疑

ご
来
賓
の
皆
様

今
年
は
、
福
知
山
線
事

故
か
ら
２
０
年
、
伯
備
線

事
故
か
ら
１
９
年
目
と
な

る
。
今
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ

改
正
で
は
、
特
急
列
車
の

ワ
ン
マ
ン
運
転
が
実
施
と

な
り
、
現
場
か
ら
は
不
安

の
声
が
出
さ
れ
て
い
る
。
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
続
く
効
率

化
に
よ
り
、
「
こ
の
ま
ま

で
働
き
続
け
る
こ
と
が
出

来
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
不
安
を
多
く
の
仲
間
が

抱
え
て
い
る
の
は
な
い
か
。

「
仕
事
・
安
全
総
点
検
」

運
動
を
強
化
し
、
団
体
交

渉
な
ど
も
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
。

２
４
春
闘
で
は
、
４
５

０
０
円
の
ベ
ア
を
勝
ち
取
っ

た
が
物
価
高
に
は
、
到
底

追
い
付
い
て
い
な
い
。
一

方
、
こ
の
間
、
大
企
業
は

史
上
最
高
益
を
更
新
、
溜

め
込
ん
だ
内
部
留
保
金
は

６
０
０
兆
円
と
も
言
わ
れ

て
お
り
、
賃
上
げ
原
資
は

あ
る
。

２
５
春
闘
で
は
、
最
低

で
も
、
物
価
高
を
上
回
る

賃
上
げ
が
必
要
だ
。
ま
た
、

関
連
会
社
に
お
け
る
賃
上

げ
に
よ
る
格
差
の
是
正
も

今
春
闘
に
お
け
る
重
要
な

課
題
だ
。
職
場
・
地
域
か

ら
し
っ
か
り
と
２
５
春
闘

を
闘
お
う
。

マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
地

方
に
お
け
る
少
子
高
齢
化

の
進
行
の
中
で
、
鉄
道
利

用
の
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
。
一
昨
年
来
、

米
子
地
方
本
部
と
し
て
、

各
自
治
体
と
の
意
見
交
換

を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
公
共
交
通
の
維
持
・

存
続
は
ど
こ
の
自
治
体
で

も
非
常
に
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
地
域
と
連

帯
し
て
公
共
交
通
を
守
る

取
組
を
強
化
す
る
。

７
月
施
行
の
参
議
院
選

挙
、
４
月
の
各
市
長
選
挙

に
お
け
る
推
薦
候
補
の
必

勝
を
期
し
て
頑
張
る
。

組
織
拡
大
を
目
指
す
と

共
に
、
実
態
に
合
っ
た
機

関
の
再
編
に
取
組
む
。
各

級
機
関
で
の
真
摯
な
議
論

と
協
力
を
要
請
す
る
。
め

執
行
委
員
長
挨
拶
（
要
旨
）

厳
し
さ
増
す
生
活
・
職
場
実
態
！

挨拶する倉下執行委員長



〇
藤
原
委
員
（
出
雲
）

出
雲
市
駅
の
要
員
不
足

も
少
し
づ
つ
解
消
し
て
き

た
。
雪
害
に
よ
る
や
く
も

号
の
遅
延
で
、
寝
る
時
間

も
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
。
岡
山
管
内
の
倒
竹
・

倒
木
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。
玉
造
温
泉
駅
に
Ｍ
Ｖ

６
０
が
設
置
さ
れ
る
。
遠

隔
で
締
切
り
が
出
来
る
よ

う
に
な
る
。
今
後
、
他
駅

へ
の
導
入
も
進
む
の
で
は

な
い
か
。

〇
木
村
交
渉
委
員

駅
の
施
策
に
つ
い
て
、

会
社
の
資
料
を
み
て
は
じ

め
て
分
か
る
こ
と
も
多
く

あ
る
。
組
合
に
も
き
ち
ん

と
提
案
さ
せ
る
べ
き
だ
。

益
田
の
メ
ン
テ
ッ
ク
が
な

く
な
り
、
清
掃
な
ど
を
社

員
が
受
け
持
つ
よ
う
に
な

る
。
明
ら
か
な
労
働
条
件

の
変
更
で
あ
り
交
渉
事
項

で
は
な
い
か
。

〇
山
田
運
転
職
協
代
表

特
急
の
ワ
ン
マ
ン
化
に

つ
い
て
、
プ
レ
ス
発
表
し

て
か
ら
の
組
合
提
案
は
ど

う
か
。
走
行
中
に
お
客
さ

ん
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
時

の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
問
題

あ
る
。
会
社
は
普
通
列
車

も
ワ
ン
マ
ン
と
と
変
わ
ら

な
い
と
言
う
が
、
そ
う
で

は
な
い
。
問
題
点
を
検
証

し
て
、
見
直
し
要
求
を
挙

げ
て
い
き
た
い
。

〇
藤
江
島
根
県
支
部
代
表

駅
で
は
お
客
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
働
き
方
と

な
っ
て
い
る
。
将
来
展
望

も
な
か
な
か
見
え
な
い
の

で
は
な
い
か
。
木
次
指
令

の
廃
止
で
、
米
子
指
令
に

戻
っ
た
。
シ
ニ
ア
に
な
っ

て
、
ど
れ
だ
け
指
令
で
頑

張
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い

が
、
現
場
は
シ
ニ
ア
に
頼

り
す
ぎ
な
面
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
シ
ニ
ア
社
員

へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で

は
な
い
か
。

メ
ン
テ
ッ
ク
廃
止
は
急

に
降
っ
て
わ
い
た
話
し
で

あ
り
、
作
業
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
会
社
と
整
理
を
し

た
い
。
倒
竹
・
倒
木
対
策

は
引
き
続
き
求
め
て
い
き

た
い
。
１
８
７
系
の
冷
暖

房
に
つ
い
て
も
、
１
年
間

し
っ
か
り
検
証
す
る
よ
う

に
話
を
し
て
い
る
。
除
雪

に
つ
い
て
は
、
中
国
統
括

本
部
か
ら
の
支
援
も
滞
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
現
場
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
支

援
を
要
請
し
た
い
。
施
策

が
次
々
に
提
案
さ
れ
て
い

る
が
、
安
全
軽
視
に
な
っ

て
な
い
か
？
し
っ
か
り
と

交
渉
し
て
い
き
た
い
。
特

急
の
ワ
ン
マ
ン
化
、
高
速

運
転
で
の
不
安
を
聞
い
て

い
る
。
引
き
続
き
問
題
点

な
ど
、
会
社
と
交
渉
し
て

い
き
た
い
。

人
手
不
足
は
解
消
し
つ

つ
あ
る
と
会
社
は
言
っ
て

い
る
。
現
場
で
し
っ
か
り

検
証
し
て
も
ら
い
た
い
。

駅
の
待
合
室
や
ト
イ
レ
の

撤
去
に
つ
い
て
は
、
本
社

で
も
訴
え
て
い
き
た
い
。

シ
ニ
ア
社
員
の
賃
金
に
つ

い
て
、
同
一
労
働
・
同
一

賃
金
の
観
点
で
格
差
の
解

消
を
求
め
て
、
２
５
春
闘

を
頑
張
り
た
い
。
結
論
あ

り
き
で
会
社
提
案
が
組
合

軽
視
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
訴
え
て

い
き
た
い
。

２０２５年２月２５日 国鉄労働組合米子地方本部機関紙 第１２号

２
５
春
闘
は
「
物
価
を

上
回
る
大
幅
賃
上
げ
と
労

働
条
件
改
善
」
を
力
強
く

訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

２
月
１
３
日
に
統
一
要

求
の
申
し
入
れ
を
行
い
、

各
エ
リ
ア
で
交
渉
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
米
子
地
本

で
は
、
３
月
４
日
に
地
本

統
一
行
動
日
を
設
定
し
て

い
る
。
「
一
職
場
一
要
求

作
り
」
な
ど
、
創
意
工
夫

し
た
取
組
を
要
請
す
る
。

２
月
４
日
・
５
日
と
ダ

イ
ヤ
改
正
・
駅
の
効
率
化

に
つ
い
て
団
体
交
渉
を
行
っ

て
き
た
。
現
場
実
態
か
ら

問
題
点
や
改
善
課
題
を
明

ら
か
に
す
る
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
誰
も

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

公
共
交
通
を
維
持
し
、
労

働
者
の
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
構
築
に
向
け
、
奮

闘
し
て
い
く
。

伯
備
線
事
故
以
降
、
山

陰
エ
リ
ア
で
は
重
大
事
故

の
発
生
は
な
い
が
、
中
統

内
で
は
、
感
電
労
災
、
駅

構
内
で
の
脱
線
、
待
避
不

良
、
墜
落
や
転
落
労
災
な

ど
重
大
事
象
が
発
生
し
て

い
る
。
職
場
環
境
を
し
っ

か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、
様
々

な
観
点
か
ら
点
検
を
行
い
、
、

安
全
・
安
心
な
職
場
作
り

に
向
け
取
組
を
強
化
す
る
。

ロ
ー
カ
ル
線
を
取
り
巻

く
情
勢
に
つ
い
て
学
習
を

継
続
し
、
鉄
道
の
維
持
と

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
と
の
連

携
に
よ
る
地
域
交
通
の
再

生
に
つ
い
て
、
利
用
者
・

自
治
体
・
地
域
住
民
と
連

携
し
た
取
り
組
み
が
必
要

だ
と
考
え
い
る
。
こ
れ
ま

で
１
３
の
自
治
体
と
意
見

交
換
を
行
っ
て
き
た
。
木

次
線
利
用
促
進
な
ど
様
々

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

る
。
各
支
部
・
分
会
の
協

力
を
要
請
す
る
。

「
地
方
本
部
１
名
の
拡

大
」
に
向
け
た
運
動
を
進

め
て
い
く
。
何
気
な
い
職

場
で
の
会
話
や
行
動
な
ど
、

常
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
事
に
な
る
。

新
規
採
用
者
の
組
合
加
入

に
向
け
、
宣
伝
活
動
な
ど

取
り
組
む
。
組
合
員
が
集

ま
り
交
流
や
議
論
を
行
う

こ
と
が
大
事
だ
。
「
ツ
ナ

グ
」
の
登
録
と
活
用
も
お

願
い
し
た
い
。
将
来
的
な

組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
議
論
を
重
ね
て
い
く
。

７
月
の
参
議
院
議
員
選

挙
、
４
月
の
出
雲
市
議
会

議
員
選
挙
、
伯
耆
町
議
会

議
員
選
挙
に
お
い
て
も
、

推
薦
候
補
の
当
選
を
目
指

し
取
り
組
む
。
生
活
者
・

勤
労
者
本
位
の
政
治
に
変

え
て
行
く
た
め
に
も
、
自

民
党
政
治
か
ら
の
転
換
が

重
要
だ
。
組
合
員
・
ご
家

族
の
ご
協
力
を
要
請
し
、

集
約
と
す
る
。

業
務
部
長
答
弁

西
日
本
本
部
答
弁

書
記
長
集
約
（
要
旨
）

団結して、頑張ろう！

集約する吾郷書記長

講
演
で
は
、
２
３
年
春

闘
か
ら
続
く
賃
上
げ
の
背

景
に
つ
い
て
、
実
質
賃
金

の
低
下
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
・
構
造
的
な
人
手

不
足
・
デ
フ
レ
か
ら
の
脱

却
・
欧
米
と
比
べ
て
極
端

に
低
い
賃
金
事
情
、
な
ど

が
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
２
０
０
８
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
顕

著
に
な
っ
た
人
件
費
も
含

め
た
所
謂
コ
ス
ト
カ
ッ
ト

型
経
済
の
弊
害
が
、
無
視

で
き
な
い
ほ
ど
拡
大
し
て

き
た
と
い
う
事
だ
と
思
い

ま
す
。
少
子
高
齢
化
で
労

働
力
人
口
も
激
減
、
慌
て

た
経
営
側
が
乗
り
出
し
た

の
が
、
一
つ
が
高
齢
者
・

主
婦
・
学
生
を
総
動
員
し

て
の
労
働
力
確
保
、
二
つ

が
外
国
人
労
働
者
の
拡
大
、

三
つ
が
Ａ
Ｉ
の
導
入
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
内
で

の
労
働
力
の
確
保
は
も
う

底
を
つ
い
た
と
い
う
感
じ

で
す
し
、
日
本
の
賃
金
の

低
さ
・
労
働
時
間
の
長
さ

の
前
に
外
国
人
労
働
者
も

他
国
へ
流
れ
、
設
備
投
資

を
怠
っ
た
付
け
で
Ａ
Ｉ
な

ど
の
技
術
革
新
も
外
国
に

大
き
く
遅
れ
を
取
る
始
末

で
す
。
そ
こ
で
、
国
内
で

の
人
材
の
争
奪
戦
が
白
熱

し
、
「
大
卒
七
年
で
月
収

４
０
万
」
な
ど
の
触
れ
込

み
も
出
る
始
末
で
す
が
、

募
集
要
項
欄
に
は
、
「
目

指
せ
る
」
と
の
触
書
も
あ

る
よ
う
で
、
結
局
は
労
働

者
の
競
争
を
煽
る
も
の
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
は
、
多
く
の
企
業

で
初
任
給
が
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
反
面
、

中
・
高
年
齢
者
の
賃
金
の

伸
び
が
抑
え
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
ま
さ

に
昨
年
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
会

社
の
春
闘
の
回
答
そ
の
も

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
も
社

会
模
範
を
大
事
す
る
会
社

の
姿
勢
に
、
「
こ
れ
で
は

な
か
な
か
人
材
獲
得
も
進

ま
な
い
だ
ろ
う
な
」
と
感

じ
る
と
同
時
に
、
賃
上
げ

を
実
現
す
る
の
は
労
働
組

合
の
闘
い
し
か
な
い
と
改

め
て
決
意
し
ま
し
た
。

抑
え
ら
れ
る
中
高
年
の
賃
金
！講演頂いた松上隆明氏

２
月
１
６
日
、
第
９
８
回
拡
大
地
方
委
員
会
に
先

だ
ち
労
働
講
座
を
開
催
、
松
上
隆
明
氏
（
独
立
行
政

法
人
・
労
働
政
策
研
究
リ
サ
ー
チ
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
）

よ
り
、
「
２
５
春
闘
を
取
り
巻
く
情
勢
と
私
た
ち
の

課
題
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

檄布を大北書記長へ！


